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本
年
７
月
に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
る
第

63
回
育
成
会
全
道
大
会
苫
小
牧
大
会
の
内
容

が
固
ま
り
、
３
月
20
日
の
第
５
回
理
事
会
に

報
告
さ
れ
、
４
月
か
ら
開
催
要
綱
の
配
布
と

参
加
者
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。（
写
真
：
開
催

要
綱
）

　

育
成
会
運
動
66
年
の
願
い
未
来
に
つ
な
ぐ

〝
心
ひ
と
つ
に
、
つ
な
が
る
未
来
〟

　

東
京
で
三
人
の
お
母
さ
ん
が
声
を
上
げ
て

か
ら
66
年
。
こ
の
長
き
に
渡
る
育
成
会
運
動

の
歴
史
と
想
い
を
今
一
度
振
り
返
り
、
親
の

願
い
が
未
来
に
つ
な
が
る
た
め
に
、
育
成
会

運
動
の
更
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
、

こ
の
苫
小
牧
の
地
か
ら
「
心
一
つ
に
発
信
す

る
」こ
と
を
目
的
に
大
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

育
成
会
大
会
テ
ー
マ
は
「
心
一
つ
に
、
つ
な

が
る
未
来
」
で
す
。

　
第
１
日
は
分
科
会
研
究
協
議
と
合
同
懇
親
会

久
保
全
国
会
長
が
分
科
会
講
師
で
参
加

　

７
月
28
日
の
第
１
日
目
は
９
時
半
開
始
。

市
民
会
館
と
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
育
成
会
大
会
は
５
分
科
会
、
本
人
大
会

は
５
分
科
会
と
全
体
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
。

　

育
成
会
の
第
５
分
科
会
「
育
成
会
活
動
」

で
は
全
国
久
保
会
長
が
基
調
講
演
を
し
ま

す
。
本
人
大
会
の
第
５
分
科
会
は
「
思
い
出

観
光
」
で
す
が
、
美
術
博
物
館
見
学
や
再
生

紙
に
よ
る
葉
書
づ
く
り
体
験
な
ど
あ
り
ま
す

が
、目
玉
は
焼
肉
食
べ
放
題
の
ラ
ン
チ
で
す
。

　

懇
親
会
は
合
同
で
午
後
６
時
か
ら
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

第
２
日
目
、
記
念
講
演
は

田
中
康
雄
北
大
名
誉
教
授

　
「
発
達
障
害
―

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
ヒ
ン
ト
」

　

７
月
29
日
の
第
２
日
目
は
市
民
会
館
で
９

時
半
開
始
。
式
典
、感
謝
状
・
表
彰
状
贈
呈
、

記
念
講
演
の
後
、
大
会
宣
言
を
採
択
し
て
、

12
時
半
に
閉
会
し
ま
す
。
記
念
講
演
は
、
児

童
精
神
科
医
で
「
こ
こ
ろ
と
そ
だ
ち
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
む
す
び
め
」院
長
の
田
中
康
雄
先
生
。

地
域
で
み
ん
な
と
一
緒
に
幸
せ
に
暮
ら
す
ヒ

ン
ト
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
大
会
に
続
き
、
重
い
障
害
を

も
つ
方
を
お
待
ち
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
」

を
全
日
程
２
日
間
開
催
い
た
し
ま
す
。

「
ア
ー
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
９
」

製
作
決
定
！ 

原
画
募
集
開
始

７
月
苫
小
牧
大
会
で
原
画
展

　

昨
年
初
め
て
取
り
組
み
大
き
な
反
響
を
い

た
だ
い
た
「
子
ど
も
た
ち
の
ア
ー
ト
・
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
平
成
30
年
度
も
実
施
す
る
こ
と

を
３
月
20
日
の
理
事
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

「
育
成
会
ア
ー
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
命
名

し
、カ
レ
ン
ダ
ー
は
昨
年
同
様
、「
月
め
く
り
」

と
「
卓
上
」
の
２
種
類
作
成
し
ま
す
（
カ
ラ

ー
印
刷
）。
４
月
か
ら
、
次
の
要
領
で
カ
レ

ン
ダ
ー
「
原
画
」
の
募
集
を
始
め
ま
す
。

◦
応
募
者　

知
的
・
発
達
障
害
ご
本
人

◦
募
集
作
品　

�

平
面
作
品
（
絵
画
、
イ
ラ
ス

ト
、
版
画
な
ど
）。
お
１
人

１
点
。

◦
作
品
規
格　

�

葉
書
、
Ａ
５
～
Ａ
３
判
大
ま

で

◦
応
募
締
切　

６
月
29
日
（
金
曜
日
）
必
着

◦
作
品
の
審
査　

広
報
・
企
画
専
門
委
員
会

◦
作
品
送
付
先　

道
育
成
会
事
務
局

　

作
品
応
募
の
詳
細
は
、
別
に
お
送
り
す
る

募
集
の
ご
案
内
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
応
募
作
品
は
、
道
育
成
会
苫
小
牧

全
道
大
会
（
７
月
28
日
・
29
日
）
会
場
に
展

示
し
公
表
し
ま
す
。

　

な
お
、カ
レ
ン
ダ
ー
の
頒
布
に
つ
い
て
は
、

後
日
、
改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

港
ま
ち
苫
小
牧 

思
い
を
乗
せ
て 

大
海
原
へ 

い
ざ
出
港

育
成
会
全
道
大
会
苫
小
牧
大
会 

参
加
募
集
開
始

７
月
28
日
・
29
日

苫小牧で逢おう！
北海道の仲間大集合！

本号巻末に大会概要を
掲載しています
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第
５
回
理
事
会

平
成
30
年
度
の
戦
略
的
方
向
性
を
議
論

３月20日

　

５
月
28
日
に
開
催

さ
れ
る
平
成
30
年
度

総
会
に
む
け
て
、
４

月
27
日
の
新
年
度
第

１
回
理
事
会
で
事
業

計
画
・
予
算
等
議
案

を
決
定
し
ま
す
が
、

今
回
の
理
事
会
は
、

こ
れ
ら
の
作
業
を
促

進
す
る
た
め
に
、
新

年
度
の
戦
略
的
な
方

向
性
を
議
論
し
、
事

業
運
営
の
重
点
課
題

を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
苫
小
牧
全
道

大
会
や
「
ア
ー
ト
・

カ
レ
ン
ダ
ー
」
原
画
募
集
の
よ
う
に
、
総
会
の
前
に

取
り
組
ま
ざ
る
を
え
な
い
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、

理
事
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。（
本
紙
１
面
報
道
）

　

議
論
の
結
果
、
新
年
度
に
向
け
て
次
の
６
つ
の
柱

を
重
点
取
り
組
み
課
題
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

１
．�

障
が
い
理
解
と
合
理
的
配
慮
の
普
及
・
啓
発
事

業
の
推
進（
札
幌
育
成
会「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

ｉ（
チ

ー
ム
あ
い
）」
活
動
普
及
、
合
理
的
配
慮
普
及

啓
発
チ
ー
ム
づ
く
り
講
習
会
実
施
他
）

６
分
野
で
平
成
30
年
度
重
点
課
題
を
設
定

２
．�

道
育
成
会
「
広
報
・
情
報
活
動
」
の
充
実
（
広

報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
連
携
。
ア
ー
ト
・
カ

レ
ン
ダ
ー
２
０
１
９
制
作
販
売
ほ
か
）

３
．�

本
人
活
動
の
支
援
と
自
立
・
社
会
参
加
の
促
進

（
本
人
の
会
全
道
交
流
会
：
倶
知
安
町
８
月
12

日
ほ
か
）

４
．�

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
活
動
の
強
化
と
地
域
育

成
会
の
活
性
化

５
．�

育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会
に
よ
る
育
成
会
活

性
化
対
策
の
推
進
（
小
規
模
育
成
会
支
援
・
地

域
協
働
体
制
づ
く
り
、道
育
成
会
共
同
墓
苑（
仮

称
）
構
想
検
討
ほ
か
）

６
．�

通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
協

会
、
特
別
支
援
教
育
の
各
事
業
と
の
連
携
・
提

携
を
推
進

「
育
成
会
共
同
墓
苑
」（
仮
称
）
構
想
を
検
討

　
「
親
亡
き
後
の
対
応
」
を
は
じ
め
、
親
と
子
の
高

齢
化
対
策
問
題
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、も
う
一
歩
先
の
課
題
が
「
死
後
」
の
問
題
で
す
。

親
亡
き
後
に
わ
が
家
の
墓
を
守
れ
る
か
、
わ
が
子
が

入
る
墓
が
確
保
で
き
る
か
―
な
ど
、
慰
霊
と
葬
送
な

ど
の
課
題
や
懸
念
を
解
決
す
る
た
め
に
、
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
の
組
織
と
し
て
「
合
葬
墓
」
を
建
設
す
る

構
想
の
検
討
に
取
り
組
む
こ
と
を
理
事
会
で
確
認
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
札
幌
市
育
成
会
が
先
に
検
討
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
全
道
的
な
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
、
活
性
化
対
策
委
員
会
の
特
別
課
題
と
し
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

４
月
事
務
局
長
交
代

―
新
事
務
局
体
制
ス
タ
ー
ト

　

平
成
28
年
９
月
か
ら
勤
務
し
て
い
ま
し
た
現
白
戸

一
秀
事
務
局
長
が
、
家
族
介
護
等
の
諸
事
情
か
ら
３

月
一
杯
で
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
、
永
く
教
育
畑
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
樋
口
賢
治
さ
ん
が
新
事
務
局
長
と

し
て
４
月
か
ら
勤
務
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
理
事
会

の
席
上
、
佐
藤
会
長
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。（
就

任
ご
挨
拶
は
別
稿
）

　
事
務
局
長
就
任
の
ご
挨
拶

樋
口　

賢
治　

　

昭
和
29
年
11
月
６
日
生
ま
れ
。下
川
町
に
て
出
生
。

父
が
転
勤
族
の
た
め
、
和
寒
町
、
士
別
市
、
剣
淵
町

…
へ
。
高
校
は
名
寄
市
、
大
学
が
旭
川
市
と
、
上
川

管
内
を
行
っ
た
り
来
た
り
。
そ
の
後
、
十
勝
管
内
浦

幌
町
に
て
教
師
と
し
て
の
第
一
歩
を
。
２
校
目
以
降

は
石
狩
管
内
当
別
町
、
千
歳
市
、
北
広
島
市
。
こ
の

問
、
23
年
に
わ
た
っ
て
、
障
害
児
学
級
の
担
任
を
務

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
管
理
職
と
し
て
厚
田
村
、
江

別
市
へ
…
。退
職
後
は
恵
庭
市
教
育
委
員
会
に
３
年
。

主
に
特
別
支
援
教
育
を
担
当
。

　

こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

業
務
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
力
量
不
足
で
甚
だ
恐
縮
で
す
が
、精
一
杯
、

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
か
ら
40
年
前
。
子
ど
も
達
に
何
を
ど
う
教
え
て

い
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
ず
、
怪
し
い
授
業
の
連
続
。
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今
後
の
予
定

・
第
１
回
理
事
会　

４
月
27
日　

札
幌
市

・�

平
成
30
年
度
道
育
成
会
総
会
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

総
会　

５
月
28
日　

札
幌
市

・�

道
育
成
会
通
所
事
業
所
連
協
総
会
・
研
修
会

６
月
２
日　

札
幌
市

・�

第
１
回
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
会
議
（
第
２
回

本
人
大
会
実
行
委
員
会
）　

６
月
17
日　

苫
小
牧
市

・
道
育
成
会
全
道
大
会
苫
小
牧
大
会

参
加
申
込
締
切　

６
月
20
日

親
御
さ
ん
に
対
し
て
的
外
れ
な
、
失
礼
な
言
動
も

多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
頼
り
な
い
私
を
、

ど
の
お
母
さ
ん
も
、
ど
の
お
父
さ
ん
も
、
快
く
迎
え

入
れ
、
温
か
く
見
守
り
、
時
に
は
励
ま
し
て
く
れ
ま

し
た
。
自
ら
の
体
験
や
苦
悩
を
語
り
、
育
て
て
く
れ

ま
し
た
。
お
陰
を
も
っ
て
、
今
の
私
が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
か
ど
こ
か
で
、
恩
返
し
が
し
た
い
と
、
ず
っ

と
、
ず
っ
と
、
ず
っ
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
一
緒
に

学
ん
だ
子
ど
も
達
、そ
し
て
、少
な
か
ら
ぬ
偏
見
や
、

社
会
に
あ
る
壁
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
乗
り
越
え
、
時

代
を
切
り
開
い
て
き
た
、
親
御
さ
ん
た
ち
と
、
今
、

と
も
に
仕
事
が
で
き
る
。
夢
の
よ
う
で
す
。

札
幌
育
成
会
啓
発
隊

「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

ｉあ
い

」活
動

理
事
体
験
会
実
施
３月20日

　

新
年
度
の
重
点
課
題

と
し
て
確
認
さ
れ
た

「
合
理
的
配
慮
啓
発
事

業
」
で
す
が
、
理
事
会

に
先
立
ち
、
17
名
の
理

事
・
監
事
が
参
加
し
て
、

札
幌
育
成
会
の
啓
発
隊

「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

i
（
チ

ー
ム
あ
い
）」
活
動
の

体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

当
会
理
事
で
あ
る
札

幌
育
成
会
副
会
長
の
長

江
睦
子
さ
ん
の
総
合
司

会
で
す
す
め
ら
れ
、「
言

葉
が
伝
わ
ら
な
い
世
界
」「
覗
い
て
み
よ
う
」
な
ど

の
障
害
の
体
験
・
理
解
と
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
体
験

談
を
学
び
、
啓
発
活
動
を
ど
の
よ
う
に
す
す
め
る
か

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

７
月
の
全
道
大
会
で
は
、
第
１
分
科
会
「
発
達
・

教
育
」
を
障
が
い
の
理
解
と
合
理
的
配
慮
の
普
及
・

啓
発
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
啓
発
隊
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

i
（
チ
ー
ム
あ
い
）」
の
活
動
を
学
び
ま
す
が
、
市

民
公
開
講
座
と
し
て
道
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

夢
を
語
れ
!!

事
業
所
の
未
来（
も
の
が
た
り
）

魅
力
あ
る
通
所
事
業
所
づ
く
り
研
修
会
開
催

　

２
月
24
日
、北
海
道
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
が
、

本
年
度
を
総
括
す
る
事
業
所
づ
く
り
研
修
会
を
開
催

し
、
会
場
と
な
っ
た
札
幌
第
一
ホ
テ
ル
に
は
、
全
道

か
ら
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
育
成
会
事
業
所
協
議
会
委
員
で
も
あ
る
社
会

福
祉
法
人
朔
風
の
森
本
千
尋
氏
に
よ
る
中
央
情
勢
報

告
『
総
合
支
援
法
の
一
部
改
正
と
報
酬
改
定
』
で

は
、
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
報
酬
改
定
の
内
容
に
つ

い
て
情
報
共
有
。
佐
藤
春
光
会
長
と
苫
小
牧
育
成
会

門
内
勇
治
氏
か
ら
、
前
週
２
月
11
日
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
全
国
育
成
会
通
所
連
協
大
会
の
報
告
を
受
け

た
後
、
こ
の
全
国
大
会
の
討
議
テ
ー
マ
『
夢
を
語
れ

‼　

事
業
所
の
未
来
（
も
の
が
た
り
）』
を
踏
襲
す

る
形
で
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
住
む
・
働
く
・
老
い
・
暮

ら
す
を
支
え
る
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
よ
ろ
陽
だ
ま
り
の
会
職
員
２
名
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
他
の
施
設

の
取
り
組
み
、
静
内

耕
生
舎
Ｃ
ｏ
Ｋ
ｏ
Ｒ

ｏ
３
５
７
所
長
に
よ

る
事
業
所
の
活
動
、

余
市
は
ま
な
す
職
員

に
よ
る
工
賃
向
上
の

取
り
組
み
、
朔
風
職

員
に
よ
る
重
度
・
高

齢
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
そ
ら
」
の
取
り
組

み
―
な
ど
各
事
業
所

の
実
践
報
告
を
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
行

い
、
参
加
者
と
熱
心

な
討
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
全
国
大
会
の

内
容
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
持
ち
帰
り
、
地
元
で
協
議
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
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８．記念講演　（７月29日㈰　10:30－12:00）（市民公開）
　　講演題　『みんなと暮らす・発達障害への理解と支援

～ライフステージに合わせたヒント～』
　　講師　こころとそだちのクリニックむすびめ院長・北大名誉教授　　田中　康雄　氏

９．分科会企画（７月28日・土曜日）担当

10．本人大会・特別企画：身体・リズム・芸術表現『チャレンジド』
　28日　10：20－16：00　会場：市民活動センター
　29日　９：20－12：00　会場：市民会館小ホール

11．懇親会・交流会〈７月28日・土曜日　18：00―20：00〉
　（合同）グランドホテルニュー王子

12．展示・販売（７月28日－29日）
　大会実行委員会／他（苫小牧市民会館ホワイエ）

13．参加費等
　⑴参加費（28日の弁当含む）：家族・支援者：4,000円／本人：3,000円
　⑵思い出観光　参加費：3,500円（苫小牧リサイクルプラザ他：昼食付）
　⑶チャレンジド　参加費：3,000円（２日間：28日の弁当含む）
　⑷懇親・交流会費：5,500円
　⑸弁当〈28日のみ〉：1,000円（お茶付き）

14．参加申込
　⑴参加申込締切　平成30年６月20日㈬
　⑵参加申込書は FAXにて下記までお送り下さい。
　　とまみん観光㈱／電話：0144－34－9650 ／ＦＡＸ：0144－34－9689
　⑶�「開催要綱」「参加申込書」などの詳細データは、北海道手をつなぐ育成会の「実行員会

のホームページ」にアクセスして、閲覧・入手ができます。

≪大会実行委員会事務局：苫小牧市手をつなぐ育成会≫
〒053-0043　苫小牧市日の出町２丁目８−23
　　　　　　ワークセンターるーぷ「ひので」内
　　　　　　電話：0144－37－9678　FAX：0144－37－9678
　　　　　　Mail：ikuseikai@aria.ocn.ne.jp

分科会 育成会大会 本人大会（担当）
第１分科会 発達・教育（市民公開） 高齢（札幌みんなの会、倶知安かがやきの会）
第２分科会 就労・日中活動 仕事（旭川働く仲間の会）
第３分科会 暮らす 法律・暮らし（トゥモローくしろ、北風の会）
第４分科会 高齢 テーマのない分科会（伊達わかば会、たるまえ会）
第５分科会 育成会活動（権利擁護） 思い出観光
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第63回北海道手をつなぐ育成会全道大会苫小牧大会の概要

第１日目（28日・土曜日） 第２日目（29日・日曜日）
育成会大会 本人大会 育成会・本人大会　合同

（10：30－12：00）
分科会　前半

（10：30－12：30）
分科会

（９：00－10：00）
大会式典

（12：00－13：00）
昼食休憩

（12：30－13：30）
昼食休憩

（10：00－10：30）
全体会

（13：00－16：00）
分科会　後半

（13：30－14：00）
分科会　報告

（10：30－12：00）
記念講演　田中　康雄氏
　むすびめ院長／北大名誉教授

（14：00－16：00）
全体会・シンポジウム
『（仮題）人生・いのちを大切に』
（函館いかす会）

（12：00－12：20）
大会宣言（親・本人決議）
閉会

（18：00－20：00）懇親会・交流会（合同） ―

１．大会テーマ
　⑴育成会大会テーマ：『心一つに、つながる未来』
　⑵本人大会テーマ：『仲間と心一つに、つながる未来。かがやける人生を』

２．大会スローガン　　
　⑴育成会大会スローガン：『港まち苫小牧　思いを乗せて　大海原へいざ出港』
　⑵本人大会スローガン
　　①私たちに関することを決める時は、必ず私たちを交えて決めること
　　②苫小牧から目指そう！　明るい地域のために、仲間たちと夢を追いかけて

３．主催
　道育成会、苫小牧市育成会、胆振地区育成会連協、日高管内育成会連協

４．開催日時
　平成30年７月28日㈯　10：30－16：00（懇親会18：00）
　平成30年７月29日㈰　９：00－12：20

５．会場
　⑴大会：苫小牧市民会館大ホール　他
　⑵本人大会：苫小牧市民活動センター　他
　⑶懇親会（本人交流会合同）：グランドホテルニュー王子

６．参加予定人員：約700名

７．大会プログラム
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分科会 討議テーマ 基調講演 コーディネーター シンポジスト

第
１
分
科
会

発達・教育
（市民公開分科会）
■市民会館小ホール

・育つを支える家族支援のあり方
・切れ目のない相談・支援のあり方
・教育と福祉の連携について
・高等支援学校の現状と課題
・発達障害と教育
・障がいへの理解と地域啓発

啓発キャラバン隊 t
チームあい
eamI

代　表

深　宮　しのぶ　氏

室蘭市手をつなぐ育成会

会　長

三　浦　幸　三　氏

・太陽の園発達医療センター
発達医療課長　河　内　哲　也　氏

・児童デイサービスコンチェルト
施設長　菊　池　洋　子　氏

・北海道室蘭養護学校
教　諭　安　井　悟　史　氏

第
２
分
科
会

就労・日中活動
■市民会館101号室

・雇用と定着支援と移行支援
・働くを支える相談・支援のあり方
・報酬改定とＡ型・Ｂ型の今後のあり方
・本人、家族に寄り添う支援とは
・職員がやり甲斐をもって働くために
・重度化、高齢化と日中活動のあり方

社会福祉法人ＮＩＫＯＲＩ

常務理事

山　崎　千恵美　氏

ＮＰＯ法人静内耕生舎COKORO357

所　長

竹　田　雄　三　氏

・サポートセンターえましあ・ミルト
センター長　成　田　英　二　氏

・胆振日高障害者就業・生活支援センターすて～じ
センター長　鹿野内　賢　士　氏

・社会福祉法人　白老宏友会　みらいえ
サービス管理責任者　一　間　新　平　氏

第
３
分
科
会

暮　ら　す
■市民会館205号室

・「豊かな暮らし」とは
・暮らすを支える相談支援のあり方
・重度対応型共同生活援助事業について
・地域生活支援拠点事業について
・グループホームの現状と課題
・在宅を支える短期入所事業のあり方
・本人の思いに添った暮らしをつくる

■午前
「ゆたかな暮らし」とは？～グルー
プホームでの生活を中心に～をテー
マとして各パネリストより提言
■午後
「グループホームの設立運営につい
て」「ゆたかな暮らしについて」「金銭
管理について」「暮らしの場での相
談支援」「家族支援」について討議
さらに、全道の事業所からのアンケ
ートも事前に集約し会場との意見交
換で「豊かな暮らし」を模索する

登別市手をつなぐ育成会

理　事

山　田　大　樹　氏

・ほのぼの荘利用者（白老）
本　人　斉　藤　かをる　氏

・登別市手をつなぐ育成会
家　族　東　田　美智子　氏

・社会福祉法人　緑星の里　相談支援事業サポート
センター長　渡　辺　伸　子　氏

・社会福祉法人　なよろ陽だまりの会　陽だまり
職　員　長谷川　由　佳　氏
　　　　岩　崎　甚一郎　氏

第
４
分
科
会

高　　　齢
■医師会館講堂

・65歳介護保険優先の原則について
・65歳前に現れる加齢変化について
・親も高齢、子も高齢をどう支えるか
・高齢、親なき後の暮らしの場を考える
・�重度対応型、地域生活支援拠点は、
高齢、親なき後対策となりうるのか
・親なき後の安心と成年後見

社会福祉法人伊達コスモス21

統括管理者

大　垣　勲　男　氏

社会福祉法人朔風

常務理事

森　本　千　尋　氏

・社会福祉法人　緑星の里　光陽荘
施設長　沼　山　文　久　氏

・苫小牧市社会福祉協議会成年後見支援センター
社会福祉士　古　川　義　則　氏

・ＮＰＯ法人苫小牧市手をつなぐ育成会
副会長　伊　藤　久美子　氏

第
５
分
科
会

育成会活動
■市民会館206号室

・育成会運動の今とこれから
・育成会活性化のために
・命の重さと権利擁護と育成会運動
・差別解消法と合理的配慮

全国手をつなぐ育成会連合会

会　長

久　保　厚　子　氏

北海道社会福祉事業団

参　与

小　林　繁　市　氏

・札幌市手をつなぐ育成会
副会長　長　江　睦　子　氏

・苫小牧市福祉部障がい福祉課
課　長　山　田　隆　子　氏

・北海道自閉症協会　苫小牧分会（あじさいの会）
副会長　佐　藤　佳　子　氏
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分科会 討議テーマ 基調講演 コーディネーター シンポジスト

第
１
分
科
会

発達・教育
（市民公開分科会）
■市民会館小ホール

・育つを支える家族支援のあり方
・切れ目のない相談・支援のあり方
・教育と福祉の連携について
・高等支援学校の現状と課題
・発達障害と教育
・障がいへの理解と地域啓発

啓発キャラバン隊 t
チームあい
eamI

代　表

深　宮　しのぶ　氏

室蘭市手をつなぐ育成会

会　長

三　浦　幸　三　氏

・太陽の園発達医療センター
発達医療課長　河　内　哲　也　氏

・児童デイサービスコンチェルト
施設長　菊　池　洋　子　氏

・北海道室蘭養護学校
教　諭　安　井　悟　史　氏

第
２
分
科
会

就労・日中活動
■市民会館101号室

・雇用と定着支援と移行支援
・働くを支える相談・支援のあり方
・報酬改定とＡ型・Ｂ型の今後のあり方
・本人、家族に寄り添う支援とは
・職員がやり甲斐をもって働くために
・重度化、高齢化と日中活動のあり方

社会福祉法人ＮＩＫＯＲＩ

常務理事

山　崎　千恵美　氏

ＮＰＯ法人静内耕生舎COKORO357

所　長

竹　田　雄　三　氏

・サポートセンターえましあ・ミルト
センター長　成　田　英　二　氏

・胆振日高障害者就業・生活支援センターすて～じ
センター長　鹿野内　賢　士　氏

・社会福祉法人　白老宏友会　みらいえ
サービス管理責任者　一　間　新　平　氏

第
３
分
科
会

暮　ら　す
■市民会館205号室

・「豊かな暮らし」とは
・暮らすを支える相談支援のあり方
・重度対応型共同生活援助事業について
・地域生活支援拠点事業について
・グループホームの現状と課題
・在宅を支える短期入所事業のあり方
・本人の思いに添った暮らしをつくる

■午前
「ゆたかな暮らし」とは？～グルー
プホームでの生活を中心に～をテー
マとして各パネリストより提言
■午後
「グループホームの設立運営につい
て」「ゆたかな暮らしについて」「金銭
管理について」「暮らしの場での相
談支援」「家族支援」について討議
さらに、全道の事業所からのアンケ
ートも事前に集約し会場との意見交
換で「豊かな暮らし」を模索する

登別市手をつなぐ育成会

理　事

山　田　大　樹　氏

・ほのぼの荘利用者（白老）
本　人　斉　藤　かをる　氏

・登別市手をつなぐ育成会
家　族　東　田　美智子　氏

・社会福祉法人　緑星の里　相談支援事業サポート
センター長　渡　辺　伸　子　氏

・社会福祉法人　なよろ陽だまりの会　陽だまり
職　員　長谷川　由　佳　氏
　　　　岩　崎　甚一郎　氏

第
４
分
科
会

高　　　齢
■医師会館講堂

・65歳介護保険優先の原則について
・65歳前に現れる加齢変化について
・親も高齢、子も高齢をどう支えるか
・高齢、親なき後の暮らしの場を考える
・�重度対応型、地域生活支援拠点は、
高齢、親なき後対策となりうるのか
・親なき後の安心と成年後見

社会福祉法人伊達コスモス21

統括管理者

大　垣　勲　男　氏

社会福祉法人朔風

常務理事

森　本　千　尋　氏

・社会福祉法人　緑星の里　光陽荘
施設長　沼　山　文　久　氏

・苫小牧市社会福祉協議会成年後見支援センター
社会福祉士　古　川　義　則　氏

・ＮＰＯ法人苫小牧市手をつなぐ育成会
副会長　伊　藤　久美子　氏

第
５
分
科
会

育成会活動
■市民会館206号室

・育成会運動の今とこれから
・育成会活性化のために
・命の重さと権利擁護と育成会運動
・差別解消法と合理的配慮

全国手をつなぐ育成会連合会

会　長

久　保　厚　子　氏

北海道社会福祉事業団

参　与

小　林　繁　市　氏

・札幌市手をつなぐ育成会
副会長　長　江　睦　子　氏

・苫小牧市福祉部障がい福祉課
課　長　山　田　隆　子　氏

・北海道自閉症協会　苫小牧分会（あじさいの会）
副会長　佐　藤　佳　子　氏

第63回北海道手をつなぐ育成会全道大会　苫小牧大会　分科会一覧
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